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2007広 島市政公開討論会 次第
主催 (社)日 本青年会議所中国地区広島プロック協議会

会場 :アステールプラザ 大 ホール

18時 (開会)～20時 10分 (閉会)

1. 公 開討論会開会

2. (社 )日本青年会議所中国地区広島プロック協議会会長挨拶

3. 公 開討論会趣旨説明

4.注 意事項説明    ヽ

5. 立 候補予定者 (パネリス ト)入場

6, 発 表順 くじ引き

7.第 一部 マ ニフェス ト総括発表

8。 第二部 テ ーマ別公開討論

9.公 開討論会閉会



ご来場のみなさまへのお願い

2007年 度 社 団法人 日 本青年会議所

中国地区 広島ブロック協議会

会 長  桑 木  達 也

副 会 長 藤 本  和 昭

地域主権型社会創造委員会

委 員 長  柴 田壮 太 郎

ご来場のみなさまには、次の事項をお守 りくださいますようお願いいた します。

(1)立 候補予定者(パネリス ト)の発言を妨げるような言動 (ヤジ ・私語など)は おやめ
~Fさ

い。

(2)開 会時、閉会時及び司会者が促した時以外の拍手はおやめ下さい。

(3)会 場周辺や会場内での、特定のパネリストのホスター ・ビラ ・バンフレットなど

の配布や貼付を行わないでください。

(4)聴 衆者からパネリス トヘの直接の質問はできませんじ

(5)会 場内への危険物の持ち込みはしないでください。

(6)許 prした場合を除いて、ホール内での写真 ・ビデオ等の撮影 ・録音は一切ご遠慮

願います。

(7)携 帯電話 。PHS等 のスイッチは予めお切り下さい。

上記の事項を守っていただけず、主催者が討論会の運営に支障が生じると判断した場

合、退場をお願いすることがありますことを予めご了承願います。



2007年 度 社 団法人 日 本青年会議所

中国地区 広島ブロック協議会

会 長  桑 木  達 也

副 会 長 藤 本  和 昭

地域主権型社会創造委員会

委 員 長  柴 田壮 太 郎

2007広 島市政公開討論会

開催趣意書

今、社会では様々な問題が私たちを取 り巻いています。厳しい経済競争の中

で広がる格差社会、学校でのいじめ問題や、肉親同士の争いに見 られる家族の

絆の希薄化、甚大な自然災害発生や新たな病原菌の出現など自然環境の急速な

悪化。それ ら全てが原因と思われる社会不安な ど、数え挙げればきりがありま

せん。そ して地方においては、国の政策 として地域の自立が求め られる時代 と

な り、深い停滞感に覆われ、未来への不安を抱く市民も多いと考えられます。

しか し、我々日本人には古来より日本の社会を根底から支えてきた多 くの素晴

らしい価値観 (日本の力)を 持っています。父母や家族を大切にし、他の人々

にも思いや りの心を持って生活をしようとする 「道徳心」。故郷を愛 し、自分の

職場や組織を愛 し、国を愛する心。「もったいない」という心を大切に、創意工

夫を行い、自然環境 と調和を取 りなが ら生活を営んできたというその精神は

様々な社会問題を解決する鍵であり、次の時代を生きる為の重要な ヒントでも

あります。

私たちが暮 らしている広島県においても、地方分権が進み地域住民に委ね られ

る行政システムヘと移行する中で、住民一人一人がその精神をベースに、社会

参画を行っていく意識を持たなければなりません。

今回、私たち日本青年会議所中国地区広島ブロック協議会は広島県の県庁所在

地である広島市の首長選挙を前に、市民参加の市政公開討論会を実施 します。

広島市のあるべき姿を広島市民の皆様と次期のリーダーとともに考え、市政の

展望に触れることで、社会参画への意識を共に持ち、明るい豊かな社会の実現

を目指 していきたいと考えています。



吉川 宮夫先生 (コーディネーター)プ ロフィール

吉川 富 夫 (よしかわ と みお)

1948年生まれ。

東京大学経済学部経済学科卒業。同大学院工学研究科博士課程修了。

東京都政策室、経済企画庁調査局内国調査課、東京都政策報道室調整部臨海副都心開発担

当、東京都ニューヨーク事務所、生活文化局コミュニティ文化部文化事業課、建設局西部

公園緑地事務所、(財)東 京市政調査会研究部、などに勤務。

2005年 4月 から現在、県立広島大学経営情報学部教授。

教育・研究分野 1公共経営、公共政策、都市計画

主な著書・論文

『都市計画の挑戦』(共著,学芸出版、2000年 )

『都市計画国際用語辞典』(共著、丸善、2003年 )

『米国における地域経営の新展開―業績測定による成長管弾―』(公人社、2004年 )

『業績測定による地域経営戦略ど(渓水社 2007年 )

「ローカルマニュフェス トと戦略計画」地方自治総合研究所 『自治総研』通巻 316、2005,2

「行政評価の有効性―その普及・浸透への道標一」

中国地方総合研究センター 『中国総研』2006VOL10‐3

「地域民間市場に準拠する地方公務員の給与と労働」

地方白治総合研究所 F自治総研』通巻 339、2007.1


